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＜別紙様式２＞研究実績報告書 

 

令和５年度 みどりの食料システム戦略実現技術開発・実証事業のうち 
農林水産研究の推進（委託プロジェクト研究） 

「日本全国の林地の林業採算性マトリクス評価技術の開発」 
研究実績報告書 

 

Ⅰ．研究の進捗状況等 

参画自治体を中心に全国で20件のモデル地域を選定し、西日本の6件のモデル地域で樹高推

定モデルを構築した。高知県香美市に複数の調査地点を選定し、立地環境特性の調査を開始し

た。さらに東北のモデル地域内の民有林、国有林において、スギ林の針広混交化に関するデー

タ収集を開始した。3つの地域の育種試験地を対象にLiDAR搭載UAV等を用いた樹高測定法を検

討した。西日本のモデル地域を対象に、森林・林業の概要や路網情報、GISデータの取得、お

よび林分情報の収集整理等を進めた。 

 

１．新たな樹高成長評価モデルを活用した地位推定技術の開発 

参画自治体を中心に20件のモデル地域を選定し、6件のモデル地域で樹高推定モデルを構

築した。またメッシュ毎の樹高成長曲線を作成するQGISプラグインを試作した。 

高知県香美市に複数の調査地点を選定し、立地環境特性の現地調査を行うとともに、土

壌の化学分析を実施した。また、樹種情報や斜面方位、地質分布を考慮することで樹高モデ

ルの精度向上に繋がることが示唆された。 

スギ林に広葉樹が混交する条件として重要と考えられる標高、地形、アクセスの良否の

評価を目的としたデータ収集を開始し、民有林、国有林で調査地を絞り込んだ。さらにライ

ントランセクトの調査デザインを決定した。 

 

２．スギの樹高成長の遺伝的比較と成長に優れた系統の成長優位性の評価 

LiDAR搭載UAV等を用いて様々な条件のもとで取得した点群データから推定した樹高と実

測した樹高データについて、各々の精度検証を実施した。その結果、LiDAR搭載UAVによる最

適な樹高データ取得条件を明らかにした。 

 

３．将来にわたる人工林の林業採算性及び炭素吸収量等の予測 

モデル地域の将来にわたる林業収益及び炭素蓄積ポテンシャルマップの作成に向けて、

モデル地域の森林・林業の概要や路網作設指針の把握、既設路網、地形および航空レーザ計

測など GISデータの取得、収益性の長期推移に関わる林分データの収集整理等を進めた。
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